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はじめに 

 本業務は、広島県庄原市にある国営備北丘陵公園内に

おいて、園内施設の円滑な利用と施設利用者の安全確保

を目的として、園内施設の更新及び修繕に必要な測量・

調査・設計を行うとともに、公園の利用実態調査及び利

用促進に関する検討を行った業務であります。 



1．業務概要 
   業務名称：備北丘陵公園施設設計外業務 

 業務場所：国営備北丘陵公園（広島県庄原市） 

   発 注 者 ：中国地方整備局 

      三次河川国道事務所 公園課 

（備北丘陵公園分室） 

   受 注 者 ：株式会社 荒谷建設コンサルタント 

  

 



(1)業務内容 

 ■測量： 
  ①4級基準点測量 現地測量 路線測量など 
  

 ■設計・計画・調査： 
  ②遊戯施設設計 
  ③橋梁補修検討（橋梁補修工法の検討） 

  ④公園利用調査 
  ⑤公園利用促進検討 
  【公園モニター制度、広報戦略立案、 
   公園を拠点としたストック効果の資料作成、 
   20周年広報資料作成及び運営補助、広報資料作成】  
  ⑥ウッドデッキ更新設計 
  ⑦フラッグシップトイレ資料作成及び設計  
  ⑧スマートIC検討資料整理 
  ⑨都市計画変更資料作成 
 



（2）業務の技術的特徴 

 本業務は、業務内容の変更もあり、多岐に亘る項目
であったが、大別すると以下の通りであった。 

 園内施設の更新及び修繕のための測量設計(資料作成含む) 

①測量（ウッドデッキ更新に伴う） 
②遊戯施設設計 
③橋梁補修検討（橋梁補修工法の検討）  
⑥ウッドデッキ更新設計 
⑦フラッグシップトイレ資料作成及び設計 
⑨都市計画変更資料作成 

    

円滑な利用 
利用者の 
 安全確保 

測量・ 
実施設計業務 

1.  



④公園利用調査（アンケート調査） 
⑤公園利用促進検討 
【公園モニター制度、 
 公園を拠点としたストック効果の資料作成、 
 20周年広報資料作成および運営補助】 

  公園の現状を把握した上での利用促進を 
            図るための調査・計画検討・運営 
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⑤公園利用促進検討 
【広報戦略立案、広報資料作成】 
⑧スマートIC検討資料整理 

  公園の今後(将来)を見据えた広報戦略・事業検討 

    

公園の 
将来計画 

広報 
運営・管理 

広報戦略・ 
事業検討業務 
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２．高評価の要因など 

（1）緊密な打合せにより、作業状況（工程）や作業内 

  容の確認を行い、発注者との意思疎通を図ると共 

  に、レスポンスの早い行動に努めた。 

  【コミュニケーション力・管理技術力高評価】 
 

■打合せ日の前日までに打合せ内容を記載した 

 『打合せメモ』及び『打合せ資料』をメールし、事 

 前に確認頂くようにした。 

  また、月末等節目となる時期に合わせ『業務ス 

 ケジュール管理表』を提出し、進捗状況の報告及 

 び予定の確認を行った。 



打合せメモ 

業務スケジュール管理表 



（2）作業内容の変更および多岐に亘る業務分野にお 

  いて、それぞれの専門性に見合ったスタッフを配 

  置するなど体制を整え、対応した。 

  【専門技術力高評価】 

■橋梁補修検討・・・ 
          ・技術士（鋼構造及びコンクリート） 
          ・コンクリート診断士など  

■公園設計・検討・・・ 
          ・技術士（都市及び地方計画）（道路） 
          ・RCCM（造園） ・1級造園施工管理技士など 

■建築設計・・・ 
          ・1級建築士、建築設備士など 

■公園利用促進検討・・・ 
          ・情報処理技術者（モニター制度） 
          ・第三級陸上特殊無線技士（ドローン撮影） 
          ・女性スタッフや子育て世代の家族 

                 （モニター制度、チラシデザイン等） 等々 

※管理技術者及び 
 主担当責任者が 
 中心となり対応 

具体的な内容
は後に記載 

２．高評価の要因など 



（3）公園の実管理者である「備北公園管理センター」 
  に対して、積極的にヒアリングや資料・情報提供 

  を頂き、公園の実情を把握した上で、利用者数増 

  加や満足度向上に繋がることを念頭においた計 

  画提案などを行った。 

  【取組姿勢高評価】 

■公園の課題や取組み、今後の方針など「公園の 

 実情や今後の展望など」を把握するため、備北 

 丘陵公園の「運営維持管理」を行っている「備北 

 公園管理センター」に出向き、センター長を始め、 

 各部署の方々にご協力頂いた。 

２．高評価の要因など 



Facebook「いいね！」
の推移 

HPアクセス件数 



３．苦労した点や工夫した点など 

（1）公園モニター制度 
  

   利用者にとって、より安心・安全に楽しめる快適 

  な公園を目指し、公園利用者に率直な意見を出し 

  てもらうための制度であり、 

            本公園で初めての取組 であった。 

   このため、他事例を参考に今回限りでなく、継続 

  して行えることを念頭に公園モニター制度の企画・ 
  運営全て最初から行った。 



■モニター制度の手順 

    
①モニター制度・規約運営体制の設定 

②モニター募集（応募）方法の設定 

③モニター選定 

④モニター登録 

⑤モニター制度の運営実施 

⑥モニター活動 



①モニター制度・規約運営体制 

    

 
・任務 ・資格 ・任期 
・登録情報 
・モニタリング意見の提出 
・意見交換会 
・個人情報 
・退任           等々 

「国土交通省 中国地方整備局 三次河川国道事務所 公園課（国営備北丘陵公園分室）」

が統括し、『びほく公園モニター窓口係』を設置の上、実務作業（連絡・対応など）を業務

委託者が行う。モニターの各種意見について、整理・とりまとめを行い、備北公園管理セン

ターと共に今後の改善策・方針などを検討し、改善に取り組む。 

※モニターは、10名程度想定【最終的には 13名（うち 1名は諸事情により辞退）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備北公園管理センター 

びほく公園モニター 

公園利用者 

国営備北丘陵公園 

びほく公園モニター窓口係 

公園課(国営備北丘陵公園分室) 

「国土交通省 中国地方整備局 三
次河川国道事務所 公園課（国営備
北丘陵公園分室）」が統括し、『び
ほく公園モニター窓口係』を設置の
上、実務作業（連絡・対応など）を
業務委託者（当社）が行う。 
モニターの各種意見について、整
理・とりまとめを行い、備北公園管
理センターと共に今後の改善策・方
針などを検討し、改善に取り組む。 

■運営 

■モニター制度規約 

業務委託者 



②モニター募集（応募）方法の設定 

    
 モニター募集方法については、様々な方法で幅広く
行うことが望ましいが、応募方法については、今回、
『メール』でモニタリング報告を行うモニター制度とし
たことから、メールを活用した応募方法として以下の
2案で検討を行った。 
  

 ①案・・・HPから応募（アクセス）する方法 
  

 ②案・・・応募チラシから応募（アクセス）する方法 

    



①案・・・HPから応募（アクセス）する方法 

    
HPから応募（アクセス）する場合のイメージ 

①備北丘陵公園のHP 

②公園モニター
のアイコン 

モニター制度の規約・
運営体制 

③公園モニター登録申込み 

公園モニター登録書式 

登録時 

登録後 

評価・ご意見の入力様式 

■メリット 

 ・HP上で「応募」、「評価・ご意見」 
 などモニター関連事項を1つの 

 システムで対応できる。 

 ・受注者が変わっても同仕組みで 

 の対応が容易である。 

 

■デメリット 

 ・全てHPへのアクセスが必要と 

 なるため、利用者は、若干、手間が 

 掛る。 

 ・HP内容の作成は、受注者で対応 

 可能であるが、HPのアップロード等 

 は、HP管理者が行うため、管理者 

 の負担が大きい。 



②案・・・応募チラシから応募（アクセス）する方法 

    
チラシから応募（アクセス）する場合のイメージ 

募集チラシ 

記載された「びほく公園モニター窓口」のメールアドレス
に登録事項を入力の上、メールする。もしくは、QRコー
ドを読み込むと表示される登録様式に入力し、送信する。 

登録時 

登録後 

「びほく公園モニター窓口」に直接、
メールする。 

■メリット 

 ・スマートフォン、携帯、タブレット 

 利用者が手軽に対応できる。 

 ・募集チラシが応募（アクセス）へ 

 直結し、利用者が理解しやすい。 

 ・管理者への負担が非常に少ない。 

 

■デメリット 

 ・受注者が変わると「びほく公園モ 

 ニター窓口係」のメールアドレスが 

 変更 となる。 

採用：②応募チラシ案 
 

 利用者が気軽に応募・モニ
ター活動が出来ることが最優先 



  

 モニターの登録は、「びほく公園モニター証明書（登
録番号）」を発行し、年間パスポート同様に本人確認
を行う「顔写真付きの証明書」とした。モニターの来園
は、公園管理センターに来園記録（来園日・来園者
数）の協力を頂き、管理するものとした。    

③④モニター選定・登録 

     モニター（10名程度）の募集に対して、118名の応

募があった。選定は、「応募内容以外にコメント」※を
書いて頂いた方を対象に、属性をもとに「男女」「地
域」「年代」を考慮し、13名を選定した。 

※「モニターに対する意気込みや公園利用頻度」な 

 ど様々なコメントや自己PRを書かれた方が積極性 

 があり、『モニターとしての適性が高い』と判断した。 

     



⑤モニター制度の運営・実施 

     【活動内容】 
 1．モニタリング・・・「公園を利用し、①来園時の公 

   園情報（HP・チラシ）の取得のしやすさ、②公園 

   施設の利用のしやすさ、③公園のスタッフの対 

   応、④利用サービス（イベント・プログラムを含 

   む）の内容等さまざまなことについて、利用者と 

   しての意見・評価をメールする。 

  
  

 2．意見交換会・・・「モニターで集まり、日頃のモニ 

   タリングを踏まえた上で、公園に求める新たな利 

   用サービスなどについて意見交換会を開催し、 

   議論する。   



 【活動状況】 
   平成27年9月からモニター活動の実施を行って 

  おり、約半年間において、 

   モニターの来園は、計31回（12名のモニター） 
                      であり、その内、 

 

   モニタリングによるメールは、計6件（4名） 
                          であった。 

 

   ここで頂いたモニタリング意見については、 

  「三次河川国道事務所 公園課（備北丘陵公園分 

  室）」および「公園管理センター」などで共有し、対 

  応検討している。  

⑥モニター活動 

    



モニタリング 
（モニター報告）メール 

 活動結果から言えば、モニタリング情報は非常に少ない
状況であった。今回、本公園にとっても、利用者（モニ
ター）にとっても、初めての取り組みであったことから、出
来るだけ、利用者（モニター）に負担を掛けない取り組み
を前提とし、『来園時のモニター報告を強制しない』ものと
してたこともあり、このような結果となった。 

 今後、「モニター報告」をより得るためには、モニターへ
の呼びかけ・催促も必要である。 



（2）その他 
  

   公園利用促進においては、利用率の高い「子育  

  て世代」がキーポイントであり、利用者目線での 

  気づきや意見が重要となってくる。このため、本業 

  務のスタッフだけでなく、社内の女性社員や数名 

  の社員家族等からも意見を聞き、これを活かした 

  提案を行った。 

３．苦労した点や工夫した点など 



 社内の女性社員や社員の家族
等からの意見をもとに提案し、採
用されたデザイン案など 



おわりに 

 本業務は、当初、園内の「橋梁・道路設計」が主たる
業務でありましたが、各種変更により「公園施設設計お
よび公園利用促進検討などソフト関連の検討【公園・造
園】」が主たる業務となったものであります。 
 これまで、本国営公園のような大規模公園や、様々な
項目に対応する業務で【公園・造園】が主となる業務に
携わったことがなかったため、担当者を始め、社内各ス
タッフ・数名の社員家族なども含め、みんなで力を合わ
せ、努力した結果、このような「優良業務表彰」を受賞
することができ、非常に光栄であります。 
 これを機に更なる努力により、社会貢献できればと
思っております。 



ご清聴ありがとうございました。 


